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１ 発展のための予備知識

ここからはⅠ（『Ⅰ・基本編』）で学んだ基本５文型を拡大する方法を説明する。こ

れによってヨリ複雑な構造を持った文を無限に作り出すことができるようになるので、

徹底的に訓練されたい。

ただし、ときとして機械的な組み立てでは適切な結果が得られない場合（いわゆる

「文法的には正しいがそんな言い方はしない」など）もある。そのあたりは、手元の教

材の例文を丹念に検討する中で徐々に学んでいただきたい。

1.1 全体の鳥瞰

Ⅰの「2.5 ５文型の一覧」の末尾で「文の要素と品詞との関係」の表を掲げておい
た。

本書「Ⅱ」においては、名詞・形容詞・副詞としてさまざまなものが作られ、使われ

る。Ⅰの場合と最も違うのは、動詞を含む要素が多数登場することである。

これらはかなり多岐にわたるため、全体像が掴めるまでに時間がかかるであろうが、

あまり焦らず、一つひとつの項目を丁寧に学んでいただきたい。

なお、構造図を用いて文構造を理解することは、学習の一段階にすぎない。実際に使

えるようになるためには、理解した具体的な例文をシッカリと記憶し、ソラでスラスラ

と言えるようにすることが大切である。
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1.2 等位接続詞

等位接続詞は、複数の要素を書き並べるときに用いる。語句と語句、節と節のよう

に、対等なものを並べる。

簡単なものは１つの枠にまとめ、長いものは別々の枠にした上でそのまとまりを囲

む。

主語と主語

Ｓ John
and
Bill

Ｖ are

Ｃ good friends.

あるいは

Ｓ John

and

Ｓ Bill

Ｖ are

Ｃ good friends.

副詞句と副詞句

Ｓ They

Ｖ went

Ｍ across the river
and
through the woods.

あるいは

Ｓ They

Ｖ went

Ｍ across the river

and

Ｍ through the woods.

文と文

Ｓ I

Ｖ like

Ｏ coffee,

but

Ｓ I

Ｖ don't like

Ｏ tea.
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1.3 従位接続詞

従位接続詞は、文を入れ子（重層構造）にするときに用いる。

名詞節の例

（第１文＝大枠）

Ｓ She

Ｖ doesn't know

Ｏ ○○○
＋

（第２文＝代入内容）

Ｏ that Ｓ I

Ｖ am

Ｃ an actor.

＝

（第３文＝生成された文）

Ｓ She

Ｖ doesn't know

Ｏ that Ｓ I

Ｖ am

Ｃ an actor.

【説明】第１文の目的語Ｏ（○○○）に第２文全体を代入すると第３文となる。接続詞
“that” はその部分が名詞要素として入れ子になっているということを示して
いる（ただし省略されることも多い）。

副詞節の例

（第１文＝大枠）

Ｓ I

Ｖ was watching

Ｏ TV

Ｍ ○○○ ＋

（第２文＝代入内容）

Ｍ when Ｓ he

Ｖ gave

Ｏ me

Ｏ a phone call.

＝

（第３文＝生成された文）

Ｓ I

Ｖ was watching

Ｏ TV

Ｍ when Ｓ he

Ｖ gave

Ｏ me

Ｏ a phone call.

【説明】第１文の副詞Ｍ（○○○）に第２文全体を代入すると第３文となる。接続詞
“when” はその部分が副詞要素として入れ子になっているということを示し
ている。

第３文は「彼が電話をくれたとき、私はテレビを見ていた」の意。
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複文の読み方

第３文として表示されているような入れ子構造の文を「複文」と呼ぶ。図の読み方は

以下のようにするとよい。

まず、第３文の左端を上から下に向かってタテに見る。これは第１文とほぼ同じ姿を

しているのがわかるであろう。

次に、接続詞の右側についても、同様にタテに見る。これは第２文そのものである。

つまり、本書の英文構造図では、同じ階層にある要素はタテに並べ、その内部構造を

表すものは右側にずらしてタテに並べてある（以下同様に繰り返す）。このように配置し

てあるおかげで、複数階層に及ぶ構造が非常に見やすく表示されている。もし、このよ

うな配置を使わずに構造を説明しようとしても、なかなかうまくいくものではない。

また、この構造図にはもう一つ大きな特長がある。それは、図中の文字を左上から右

下に読めばそのまま原文を再現することができる、ということである（上の２例で実際

にお試しいただきたい）。Ⅰでも述べたように、これら２つの特長を併せ持っていること

が本方式の最大の強みであり、それにより英文構造図は４技能すべての実践において活

用できるものとなっている。
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1.4 本章で学ぶ要素たち

本書では各文型のＳ・Ｖ・Ｏ・Ｃ・Ｍ・ｍとして働くさまざまな要素（カタマリ）を

扱う。種類が多いので、常にこの一覧表に戻りながら学んでいただきたい。なお、最後

の「他動詞」以外は全て「文を重層構造にする方法」である。

働 き 大 分 類 形 式 使われる場所

２ 名詞要素

2.1
平叙文に対応するもの

2.1.1 that節（名詞節）
Ｓ、Ｏ、Ｃ2.1.2 （for Ｓ＋）to不定詞句（名詞用法）

2.1.3 （Ｓ's＋）動名詞句
2.1.4 ネクサス目的語
①Ｓ＋名詞句 ⑤Ｓ＋過去分詞句

②Ｓ＋形容詞句 ⑥Ｓ＋to不定詞句
③Ｓ＋前置詞句 ⑦Ｓ＋原形不定詞句

④Ｓ＋現在分詞句 ⑧Ｓ＋動名詞句（２種類）

ＳＶＯのＯ

2.2
yes/no疑問文に対応するもの

2.2.1 whether・if節

Ｓ、Ｏ、Ｃ

2.2.2 whether＋to不定詞句

2.3
wh疑問文に対応するもの

2.3.1 疑問詞節
2.3.2 疑問詞＋to不定詞句

2.4
「連立」的関係を含むもの

2.4.2 先行詞＋関係詞節（形容詞節）
2.4.3 先行詞＋to不定詞句（形容詞用法）
2.4.4 先行詞＋現在分詞句
2.4.5 先行詞＋過去分詞句
2.4.6 自由関係詞節（名詞節）
2.4.7 関係副詞節（名詞節としての）

３ 形容詞要素

Ⅰ・2.5 前置詞句（形容詞限定用法） ｍ

Ⅰ・4.1 前置詞句（形容詞叙述用法） ＳＶＣのＣ

3.1
平叙文に対応するもの

3.1.1 to不定詞句（形容詞叙述用法） ＳＶＣのＣ

3.1.2 現在分詞句
ＳＶＣのＣ

3.1.2 過去分詞句

４ 副詞要素

Ⅰ・2.5 前置詞句（副詞句）
Ｍ、ｍ

4.1
平叙文に対応するもの

4.1.1 接続詞に導かれる節
4.1.2 to不定詞句（副詞用法）
4.1.3 分詞句（分詞構文）

Ｍ
4.1.4 with＋小節

4.2
「連立」的関係を含むもの

4.2.1 ～everの副詞節

５ 他動詞
5.1
基本的なパターン

5.1.1 自動詞＋前置詞
ＳＶＯのＶ5.1.2 他動詞＋目的語＋前置詞

5.1.3 be動詞＋形容詞＋前置詞
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２ 名詞要素

2.1 平叙文に対応するもの

2.1.1 that節

“that” の後に文を置き、「～であるということ」を表す。名詞要素として働くもので
あり、Ｓ・Ｃ・Ｏとして使われる。

Ｓとして

Ｓ That Ｓ he

Ｖ was

Ｍ here

Ｍ yesterday

Ｖ is

Ｃ true.

＝

Ｓ It

Ｖ is

Ｃ true

that Ｓ he

Ｖ was

Ｍ here

Ｍ yesterday.

【説明】「彼が昨日ここにいたことは事実です」の意。“true” は（日本語訳では名詞
のように見えるかも知れないが）形容詞。

単純に代入すると左のようになるが、これでは頭でっかちな文になってしま

うので、右のようにすることが多い。冒頭の “it” は「仮主語」、後ろに回さ
れたthat節は「真主語」と呼ばれる。真主語になりうるものとして、that
節、to不定詞句、動名詞句（一部）、疑問詞節、whether節などがある（その
都度学べばよい）。

ＳＶＣのＣとして

Ｓ The fact

Ｖ is

Ｃ that Ｓ he

Ｖ was

Ｍ here

Ｍ yesterday.

【説明】「事実はというと、彼は昨日ここにいた」の意。
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2.1.2 to不定詞句（名詞用法）

Ｓ・Ｃ・Ｏとして使われる（ “to” が存在する関係で、原則として前置詞のＯにはなら
ない）。句そのものの形式としては、主語を明示する場合としない場合とがある。

記法

そこで、構造図においては次のように表記する。

（主語明示なし）

Ｓ ∆

Ｖ to play

Ｏ the guitar

（主語明示あり）

for Ｓ him

Ｖ to play

Ｏ the guitar

【説明】左は「ギターを弾くこと」、右は「彼がギターを弾くこと」の意。

左の “∆”は “play the guitar” の意味上の主語。表示されないがそこに存在し
ていると考えられる場合に、この記号を用いる。

この部分は、外見上は主格ではない（表示するときは目的格になってい

る）のにその役割は主語であるという特殊な性格を持っている。そこでこ

の種の「Ｓ」に対しては特殊な色遣いの枠を使用している。

【補足】不定詞は主語の種類によって形が変わらない部分なので、動詞そのもの（非

定形動詞）としてのデザインを使用している。これは分詞・動名詞の他、助

動詞を伴う動詞にも使用している（疑問文・否定文など）。

記法についての蛇足

ところで、“to” を左に括り出して

（主語明示なし）

Ｓ ∆

to Ｖ play

Ｏ the guitar

（主語明示あり）

Ｓ for him

to Ｖ play

Ｏ the guitar

などのように表現する方がヨリ論理的であるとも考えられる。

しかし、こういった書き方は動名詞や分詞（ “ing” は “to” と違って動詞の後にある）
には使えないため、両者の間で表現方法が一貫しないことになる。そこで今回は原則と

して使っていない。
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2.1.3 動名詞句

動詞の語尾に “ing” が付くものとしては他に現在分詞があるが、「動名詞」と呼ばれる
場合は必ず名詞として機能し、Ｓ・Ｃ・Ｏおよび前置詞のＯとして使われる。

記法

句そのものの形式としては、意味上の主語を明示する場合としない場合とがある。

（主語明示なし）

Ｓ ∆

Ｖ telling

Ｏ lies

（主語明示あり）

ｍ his Ｖ telling

Ｏ lies
cf.

Ｓ him

Ｖ telling

Ｏ lies

【説明】左は「ウソをつくこと」、中は（無理やり訳せば）「彼の『ウソをつくこ

と』」の意。

“∆”の意味と枠の色遣いについてはto不定詞の場合と同様である。
なお、右は「彼がウソをつくこと」であるが、このタイプについては

2.1.4⑧で改めて学ぶ。
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時制と態について

次のような種類がある。

能動態 受 動態
もとの形 eating being eaten
完了形 having eaten having been eaten

蛇足：現在分詞との区別

動名詞と同じ “～ing” という形をしていても、形容詞・副詞として用いられるものは
「現在分詞」と呼ばれる。

これらは形が同じであることから「ing形」として一括して扱う文法書もあるが、両者
は歴史的には全く別のものであり、形式や性質の大半が共通するようになったのはずっ

と後のことである。実際、現代の英語においても、動名詞は目的語などを伴わないで純

然たる名詞のように振る舞うことがある。

そういった意味からも、両者は区別して扱う方がよいと本書では考えている。
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2.1.4 ネクサス目的語

文のかたちになっていないが、節に準ずる性質を持っているもの。いずれもＳＶＯの

Ｏとして使われる（ただし “with＋小節”も参照のこと）。句そのものの形式としては次
のようなパターンがある。

①Ｓ＋名詞句 （Ｏ＝ＳＣ かつ Ｃ＝名詞要素）

②Ｓ＋形容詞句 （Ｏ＝ＳＣ かつ Ｃ＝形容詞要素）

③Ｓ＋前置詞句 （Ｏ＝ＳＣ かつ Ｃ＝形容詞要素）

④Ｓ＋現在分詞句 （Ｏ＝ＳＣ かつ Ｃ＝形容詞要素としてのＶＸ）

⑤Ｓ＋過去分詞句 （Ｏ＝ＳＣ かつ Ｃ＝形容詞要素としてのＶＸ）

⑥Ｓ＋to不定詞句 （Ｏ＝ＳＶＸ）

⑦Ｓ＋原形不定詞句 （Ｏ＝ＳＶＸ）

⑧Ｓ＋動名詞句（その１） （Ｏ＝ＳＶＸ）

（その２） （Ｏ＝ＳＣ かつ Ｃ＝名詞要素としてのＶＸ）

【説明】「Ｏ＝ＳＣ」とは、主節のＯに「Ｓ＝Ｃ」が代入されているということ。

「Ｃ＝形容詞要素としてのＶＸ」とは、Ｃの内部がＶで始まる句である

（「Ｘ」はＶに付随するＯやＣなどのこと）とともに、その句全体としては

形容詞要素であるということ。

「Ｏ＝ＳＶＸ」とは、主節のＯにＳＶＸ（つまり文に相当するもの）が代入

されているということ。

「Ｃ＝名詞要素としてのＶＸ」とは、Ｃの内部がＶで始まる句であるととも

に、その句全体としては名詞要素であるということ。

この項は本書の中でも特に分かりにくいかも知れないが、一つひとつの実例

の構造を丁寧に確認することを繰り返していけば、次第に攻略できるであろ

う。

【注意】①②③における「ＳＣ」部分は、主語・述語の関係はあるものの動詞がな

く、英語学においては「小節」と呼ばれる。

④～⑧におけるＶは、主語によって形が決まらないもの（非定形）なので、

「非定形節」と呼ばれる。

ちなみにthat節などの場合は、動詞の形が主語によって決まるもの（定形）
であり、「定形節」と呼ばれる。

上記８タイプのうちどれが使えるかは、Ｖによってさまざまである。詳細は

文法書で学ばれたい。

【備考】④⑤の分詞句は形容詞要素なので、性格的には①②③と同じ仲間であると言

えよう。

また、⑥のto不定詞句を形容詞用法と考えるなら、それも①～⑤と同じ仲間
ということになる。
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2.2 yes/no疑問文に対応するもの

2.2.1 whether・if節

「～かどうか」という意味の名詞節を作る。“whether” と “if” の使い方の違いについ
ては文法書で確認されたい。

Ｓとして

Ｓ Whether Ｓ we

Ｖ go

or
not

Ｖ depends

Ｍ on the weather.

Ｓ Whether Ｓ you

Ｖ go

Ｍ by train

or

Ｍ by plane

Ｖ doesn't matter

Ｍ much.

【説明】それぞれ「私達が行くかどうかは天候次第」「あなたが電車で行くか飛行機

で行くかは大して問題ではないの意。

ＳＶＯのＯとして

Ｓ I

Ｖ wonder

Ｏ if/whether Ｓ he

Ｖ is

Ｍ still

Ｍ there.

【説明】「彼はまだそこにいるだろうか」の意。
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2.4 「連立」的関係を含むもの

2.4.1 簡単な導入

数学で

例えば次のような連立方程式があるとする。

3x＋5y＝10 ①

7x＋2y＝15 ②

この方程式を解くには２つの式を合体させなくてはならない。ここで重要なのは、①

の x は②の xと、また①の y は②の yと、それぞれ同じものだということである。
合体させるための方法はいくつかあるが、例えば①を

y＝（10－3x）／5 ③

のように変形すれば、②の y の部分に代入することができる。つまり、代入の準備作業
として、①を「y＝○○」のかたちに書き直してやるわけである。（代入後の計算は略
す。）

日本語で

これと同じようなことが言語の場合にも考えられる。例えば

その男は３つの言葉を流暢に話す。 ①

私は彼に会ったことがある。 ②

という２つの文があったときに、「ある男」＝「彼」であるとして両者を合体させたいの

だとしよう。

そのためには、「彼」に代入できるような説明を①から作り出せばよい。具体的には

彼は ３つの言葉を流暢に話す男 である。 ③

のようにする。それを②の「彼」に代入してやれば

私は ３つの言葉を流暢に話すその男 に会ったことがある。 ④

となる。
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４ 副詞要素

4.1 平叙文に対応するもの

4.1.1 接続詞に導かれる節

単純に接続詞を付けて副詞節にし、別の文の中で使う。数例を挙げるにとどめる。

Ｍ When Ｓ it

Ｖ rains,

Ｓ he

Ｖ stays

Ｍ at home.

【説明】「雨が降るときは彼は家にとどまる」の意。

Ｓ I

Ｖ got

Ｏ a phone call

Ｍ while Ｓ I

Ｖ was having

Ｏ dinner.

【説明】「夕食をとっている最中に電話がかかってき

た」の意。

Ｓ You

Ｖ must finish

Ｏ it

Ｍ before Ｓ you

Ｖ go

Ｍ home.

【説明】「あなたは家に帰る前にそれを終わらせなくてはな

らない」の意。
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受動態への変形

（能動態）

Ｓ John

Ｖ called on

Ｏ Mary.

（受動態）

Ｓ Mary

Ｖ was called on

Ｍ by John.

【説明】 “call on” は「訪ねる」の意。

（能動態）

Ｓ I

Ｖ can't put up with

Ｏ him.

（受動態）

Ｓ He

Ｖ can't be put up with.

【説明】 “put up with” は「我慢する」の意。

もっと複雑な構造の場合

Ｓ I

Ｖ have

Ｏ nothing

ｍ Ｖ to do

Ｍ with the person.

→

Ｓ I

Ｖ have nothing to do with

Ｏ the person.

【説明】 “have nothing to do with”（～と関係ない）は受動態にはならないが、それ
でも複雑な文の中で使うときには、上のように捉え直して扱ったほうが便利

である。

Ｓ She

Ｖ is

Ｃ the person

ｍ Ｏ φ

Ｓ I

Ｖ want

Ｏ Ｖ to have anything to do with

Ｏ t.

【説明】「彼女は私が最も関わり合

いを持ちたくない人だ」の

意味。

“have something to do
with” を一つの他動詞とし
て扱うと、このような応用

も簡単にできる。ただし、

否定的な内容なので、

“anything” とする必要があ
る。
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6.2 know型とthink型のwh疑問文

know型というのは、先に「疑問詞節」のところで扱ったもので、

Ｓ I

Ｖ am

Ｃ ○○.

＋

助 Do

Ｓ you

Ｖ know

Ｏ 疑問詞節? ＝

助 Do

Ｓ you

Ｖ know

Ｏ Ｃ who Ｓ I

Ｖ am

Ｃ t ?

のようなものである。「間接疑問文」であり、疑問詞節が文の内部にある。

think型というのは、

Ｓ You

Ｖ think

Ｏ Ｓ I

Ｖ am

Ｃ ○○.

→

Ｃ Who（①）

助 do

Ｓ you

Ｖ think

Ｏ Ｓ I

Ｖ am

Ｃ t（＝①）?

のようなもので、疑問詞が冒頭にある。つまりこれは間接疑問文ではなく、直接的なwh
疑問文である。ただ、“who” の出所が従属節のＣ（文末に痕跡がある）なので、少し分
かりにくくなっている。

このように、know型とthink型では疑問詞の置き場所が異なるので、混同しないよう
に注意しなくてはならない。
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